
テーマ：地域の人の暮らしを実感する実習 ～ 地域の人の「暮らしを支える」とは何か ～ 

１）カテゴリ：③教育方法 

２）学校概要：富山県高岡看護専門学校 富山県高岡市下関町 4 番 56 号 

       課程名：3 年課程  1 学年定員数：120 名  修業年限：3 年    

３）科目：地域・在宅看護論実習Ⅰ（地域と地域に暮らす人の理解）1 単位 45 時間 1 年生（５月下旬） 

  
 

４）方法：自校のある高岡市を中学校区で 10 地域に分け、それぞれ２グループ（１G ：５～6 名）の

学生が担当し、「地域フィールドワーク」とその地域を支える人へのインタビュー、デイサ

ービス実習を行い、地域の特徴と地域の暮らし、地域で暮らす人を支える仕組みを学ぶ。 

①      ・講義で各地域の「自然環境」と「生活環境」の特徴を調べ、地図にまとめる。 

     ・グループごとにインタビューや施設実習場面を想定したロールプレイを実施。 

・学校からバス又は電車を利用した行程表を作成し、地域に住む人の移動手段を知る。 

      担当地域の支援センター職員から ZOOM 会議により、各地域の高齢者の特徴と住民 

の困りごと､支援センターの役割・機能を学ぶ。 

      商店街や住宅地、病院や学校周辺を巡り、地域の人の暮らしを実感する。地域住民や 

民生委員・児童育成クラブ、交番でインタビューし、地域の暮らしを知る。 

              
 

              
       

     地域の人の暮らしと健康を支える社会資源（施設・多職種の役割）を知り、デイサービ 

スに通う人の思いや暮らしぶりを知る。     

     各地域の特徴を 移動のしやすさ  生活維持のしやすさ 安全・安心  つながり・

支援 の視点でまとめ、地域の「暮らしやすさ」「暮らしにくさ」について考える。 

     民生委員の方にも参加していただき、学びの成果を発表し、「地域の人の暮らしを支え

る看護」について考えを深める。 
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･用水路の幅が広い。 
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・直接現地に行かないと分からないことが沢山あり、 

地域の人の話を聞くことでその地域の現状をリアル

に知ることができた。 

・交通手段の不便さがあっても制度や地域住民の支え合

いにより安心して暮らせることが分かった。地域の特

徴を知り、一人一人に合った支援を考えたい。 
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るためには、合理性
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です。 
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